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　　　　　　　　　 第二 言語学習 にお ける コ レ ク シ ョ ン ：

「セ ル フ コ レ ク シ ョ ン」 の 意義 と 「他者 か らの コ レ クシ ョ ン 」 は い つ 得 られ るの か

　　　　　　　　　 （］on
’
ectiore 　in　Second　Language　Learning：

　　　The　Signi鵞cance 　of 　Sdf−Co 置 ection 　and 　W 矗en 　O重1玉er℃ orrectlon 　isAvailable

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トロ ン ト大学大学院　一 田 中順子

セ ル フ コ レ ク シ ョ ン 　 コ ン プ リヘ ン シ ブ ル ・ア ウ トプ ッ ト　 NNS −NS 会話　 エ ラ
ー

目的

「セ ル フ コ レ ク シ ョ ン 」 （self ・・correction ）は発話者が 自身の 発言を修正 す るこ とで あ

り、 発話者以外が発話者の 発言を修正 する 「他者か らの ＝ レ ク シ ョ ン 」 （other −

correction ）とは対 照的 で あ る 。 こ の 「セ ル フ ロ レ ク シ ョ ン 」 は 第二 言語 学習 に お い

て 有効な学習 手段で ある と考え られ る 。 学習者は 、　「セ ル フ 識 レ ク シ ョ ン 」 をす る

過程を通 じ、 自身が 意 図した 意味内容 と用い た言語形態 とを照 らし合わせ て 、意図

した意 味内容に よ り適 した 言語形態 へ と修正 を して い くこ とが で き るよ うに な る、

と推測 され る 。 言 い 換えれ ば、伝達 しよ うと した意 味内容を、 文法的に 正 し く、首

尾
一 貫 して 、 適切 に表 現 し よ うとす る こ とが 一一Swain （1985）の 言 うコ ン プ リヘ ン シブ

ル ・ ア ウ トプ ッ ト（comprehensible 　output ）を創出す るこ とが一一こ の よ うなプ ロ セ ス

を通 して 可能 に な る と考え られる。 しか し 、 問題 は、学習者が必ず し も正 しく 「セ

ル フ 躍 レ クシ ョ ン 」 をす る こ とが 出来ない こ とで あ り、 また、　 「他者か らの コ レ ク

シ ョ ン 」 も実際 の ロ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
・セ ッ テ ィ ン グに お い て は 容易に得 られ な い

こ とで あ る 。 つ ま り、学習者が他者か らの コ レ クシ ョ ン を必要 と し望ん で い る とき

に 、 それ が必ず しも得 られない とい うディ レ ン マ が存 在す るの で あ る （Yu 　1990）。

本発表 で は 、 目標言語（英語）が 話 されて い る環境 下 に い る成入第二 言語 学習 者 の 、

教室外で の 第二 言語学習に焦 点を あて 、 どの よ うな場合 に、 ノ ン ネイ テ ィ ブス ピー

カ
ー

（NNS ）で あ る学習者の 「セ ル フ コ レ クシ ョ ン 」 に対 し、　 「他春か らの コ レ クシ ョ

ン 」 が与 え られ るの か につ い て 考える 。 また、ネイ テ ィ ブ ス ピー
カ

ー
（NS ）が NNS

の 対話者で ある場合、 NS が N 暦Sに 諏 レ ク シ ョ ン を与える条件 が あ る とすれ ば何 で

あるの かに つ い て も考察を加 えた い 。

方 法

まず、 NS 同士 の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ンに つ い て の Scheglof£ et　ai ．（1977）の 先行硯究を

もとに、 コ レ ク シ ョ ン の 成 り立 ち（organization ）に つ い て 述べ る 。 次に 、　NS 間に見

られる ＝ レ ク シ ョ ン の 成 り立 ちを枠組み として 、 NNS とNS 間の U ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

に お い て どの よ うな SU レ ク シ ョ ン が 見 られ る の か に つ い て 、会 話デ ー タ を もとに考

察す る 。 会話 デ
ー

タは Yu 及び 発表者の ダイア リ
ー

中に 現れ た もの を主 とする 。 こ

れ らの 会話ヂ
ー

タに 加 え、Schwartz（1980＞、　 Gaskill（1980）、　Takahashi（1989）、　 Pica

（1989）、 Poulisse（1989）らの 論文中の 会話 デ
ー

タ もあ わせ て 参照す る 。 これ らデー タ

の ほ とん どは成人NNS と成人 NS 聞 の 会話で あ り、
　Schwartzか ら引用 した デー

タの
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み成人 NNS 同士 間の 会話 で ある 。 こ れ らの 会話デ
ー

タの 分析につ い て は 、本研 究で

は質的分析を行 うこ とを 目的 と し 、 数量的分析 は加 えな い 。

仮説

1 ．他者か らの コ レ ク シ ョ ン はセ ル フ コ レ ク シ ョ ン に比 べ 起 こ りに くい の で は ない

　 　か 。

2 ．他者か らの ニ レ ク シ ョ ン が起 こ るた め に は何 らか の 条件 が あ るの で は ない か 。

結論

1． ScheglQff　et　a1 ．の 分析結果に 即 した以 下の よ うな 傾 向が NNS とNS間 に お い て も

　　確認された 。

i）トラ ブル の 原 因で あ る発言を した発話 者（本研究の デー タ 中で は NNS ）に 「セ ル フ

コ レ クシ ョ ン 1 の 機会が まず与え られ る 。 これ は 、そ の 発話者 の 対話 者が 「他者に

よるコ レ クシ ョ ン 」 をす る機会を差 し控える こ とで 実現 され る 。

ii）修正 が行われ る課 程に つ い て も、　 NS 同 士間の 会話 に見 られ る もの と同様の 傾向が

見られた 。

2．NNS とNS 間におい て 以下の よ うな傾向が見 られ た 。

i）NNS の 発話に言語エ ラ ーが含まれて い て も、 発話の 意味する とこ ろがわ か る場

合、NNS の 対話者はそ の 言語 エ ラ
ー

に対 し コ レ ク シ ョ ン を しない 。

i重）発話 の 意味する とこ ろが明確で あ るに も関わ らず 、 NNS の 対話者がその 言語エ ラ
ー

に対 し コ レ クシ ョ ン をす る場合には 、い くつ か の 前提条件 を充たす 必要があ る 。 そ

れ らの 条件とは ： （1）コ レ ク シ ョ ン をす る時闇的余裕が あ るこ と ； （2）NNS と親 し

い こ と ； （3）対話 者で あるNSが、　NNS の エ ラ
ーをその まま放置す るべ きで は ない と

考える に足 る理 由が あるこ と、 な どで あ る。

iii）NNS が コ レ クシ ョ ン を得るために とる ス トラテ ジ
ー

として 次の よ うな方策が挙 げ

られる 。 NNS は ： （1＞会話終了後 、 第三者に 自分の 言語エ ラ
ー に つ い て メ タ言語約

に尋ねる ； （2）言語 エ ラ
ーが 確認 されたそ の 場で 、 あ るい はその 言語 エ ラ

ーが起き

た会話 の コ ン テク ス トが 保たれて い る内に 、 対話者に言語 エ ラ
ー

に つ い て メ タ言語

的に尋ねる。 こ の よ うな NNS の 自発的 な行動に よ っ て、他者か らの コ レ クシ ョ ン を

誘発する こ とが 出来る 。

結び

本研究にお い て 、NS 同士 間の ＿rt レ ク シ ョ ン につ い て の Sche創off　e £ aL の 兮析結果

が 、NNS とNS 間 の コ レ ク シ ョ ン に も概 ね あて は ま る こ とが確認 された 。　「他者に

よる コ レ ク シ ョ ン は 」 、 NNS が最 も必要 として い る蒔 に供 給 され る もの で はな く、

む しろ、 その 出現は高度に束縛 され て い るもの で あ り、 その 出現 を満たすための 条

件が満た され ない 眼 り、　「他者に よる コ レ ク シ ョ ン 」 をNNS は得るこ とが 出来な い 、

とい うこ とが 言えよ う。
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1 コ レ ク シ ョ ン の 成 り立 ち （特記の な い 限 りSc血eglQff 　et　a1．（1977）に よ る）

1 コ レ h シ ョ ン へ の 着
一一、

発話者 自身が 着手
他春 （発話者以 外の 者）

2．燕 レ ク シ ョ ン へ の

が 着．手

a．孺 著箱 身 が 蘯レ ク シ ョ ン

　　le｝dcal難鰹ea 齏S

　　non −lexical　means

　　extralinguistiCfeatures

拝 祕 血

（self −in量tiation）
（other −in弖tiatio皿 ）

に 着手す る場合
“
／・mean

”

，

“
you　know ’

pauSeS，　CUt・ffS，　rising −t・nes
，

“Lil！”

eye −gaze　　　 （Gasldig　1980）

b．他者が コ レ ク シ ョ ン に 着手 す る場合

　　turn　constructional 　devices　
“
ffuh　2　

”
，

“ WhcU ？
”

　　questlon　words 　　　　　　　
“
VYho＿〜

η

，
‘‘

恥 εη＿〜
”

，

“ Wh．ere ＿〜
・・

　　partial　repeat 　of　the　troub 畳e −source 　turn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・One　88アz2
・・

　partia霊repeat 　of 　the　trouble −source 　turn ，　and 　a　question　word 　　　　
“
Met　whom2

”

五if 会話デー
タ

（1）

溜 懿黜 8、欝註？
雌 cet ・ 1・・kf・・ 恥 ・ 互・ a …

’

・ ・伍 ・・   鵬 … 1・ ・ … aw ・y・

NNS ：

NNS ：

The　man 　went 　away 　witho 就 giv晝ng 　feedback　to　th
When 醸 came 　back，‘he　NNS 　asked 　her　llow　to　sa

The　man 　came 　to　the　o 雌 ce 　a σ aln，
　　　　　　NNS ：

　　　　　　M 日
旦

： Since亘understood 　what 　you　meant
，
　why 　sh

　　　　　　hea夏ユng 　not −S。
−idi。ma 贓c　se醜蜘 ces ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Yu ， 爵51
（2）

韈 ．響 繖 讖 撃蒲 轟糖 君論黼 黯 飜 驪竃諸
・

耀黯
・

avO 互de通  say　the　u 面乾
，
　and 　sa 董（重際 WO −thirds” ．

　　　　　 NNS ：　Two ＿蝋 dds．

　　　　　Clerk： Two −thi組8．（Laagh）
　　　　　　　　　　　（He 　was 　beginning　to　cu ξthe　cheese ．）

She　has　been　away 　t・ 轍 ch 　water ．

（The　NNS 　felt　the　expression 　was 　awkward ．）
She　　　　has　gone 　ft）r　Water ．

（The　NNS 　still　felt　uncomi70rtable 　with 　the　sentence ．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eNNS ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yit。
亙w ・腿 1d　sa ゾ〈 sic ＞ shejust 　went 　t・ get　s。me 　water ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 b

Why 　didn
’
tyou 　co ∬ ect 　my 　e買 Drjust 　now ？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ouldlbother ？ 亘n　facd　am 　used 　to
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9 fi 17-(H)ffzzreXag  5$  (7 2 1)

NNS:Clerk How  <sic>  do you call it? (pointing 
"the

 paper" on  the Brie cheese)

: ene  label. (Laugk)
 How  much  do you need?  (pointlng to another  cheese  that the  NNS  had told she

 wouldwant)

                                            [Cheese shop,  November]

(3)A
 NNS  met  R.

      NNS:  Where  is the office  you were  directed to move  to?

      (He sensed  immediately that the word  
`directed'

 was  not  properly used.)

      R: They  want  to move  us  to the printing roozn.

      The NNS  knew  that 
`move'

 can  be used  with  things but llot  people, so  he had not

      
(dared

 to use  ̀ rnove'  with  a person in thls case. Now  he knows  that that was  not  the

      case.)

                                                      [Yu, p.10]

(4)E
 told the NNS  that it had taken  her a  year to write  the QRP.

      NNS:  Youdidworkthatyear?
      (The NNS  was  really dissatisfied with  thls expression.)

Suddenly  the NNS  heard E  say.

      E: Yes, I was  working  that year.
      (So, the NNS  knew  that the  past progresslve aspect  should  have been used  instead of

      simple  past.)
                                                      [Yu, p.131

(5)A
 NNS  was  at  tlte circulation  desk in the library.

      NNS: I have asked  you to hold a  beok which  should  haye been due on  Dec. i.

            is it...
      L  lt's not  ln yet.
            (pause)

      YTNhSe:NTNhse,nsthtete?aenrZOene:ldSeOdPiaikYe-(aCUc//1(i?ti,becausetheNNswasnotsurewhethershe
      could  say  

`pay
 the fine' or  she  should  adcl something  after  that.)

            (pause)
      L: Yeab, that person has to pay for thaL

                                                      ELibrary.Decernber.i

(6)ANNS(male)
 saw  M(female) whom  the NNS  has known  foratime. 

.

      NNS: Ah  it is you! I saw  you from your behind and  was  not  sure  whether  it was

      realSy you.
      M: You  should  have said  

`looked
 at you frem behind you'.

      M:  You know  the cennotation  of  the word  
･behind'.

      (No sooner  had she  said  this than he realized  
"what

 a  serious  mistake  he had made".)

                                                      tYu, p.i2]
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